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AI2oT (Artificial Intelligence and IoT) 
ECE プログラムの現状と未来

2023年度第1回CPD協議会公開シンポジウム
～人生の「マルチステージ」をつなぐ学び直し～
2023年11月17日

エレクトロニクス実装学会 
秋永広幸 / 産業技術総合研究所
百瀬啓 / 九州工業大学
浅井哲也 / 北海道大学
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AI2oT講座の歴史

第６回 人材育成スクール（2021年2月）

横断的に拡がるAI、IoT関連技術

第１回 人材育成スクール（2017年2月）

第２回 人材育成スクール（2017年10月）

第３回 人材育成スクール（2018年8~9月）

第４回 人材育成スクール（2019年1~3月）

第５回 人材育成スクール（2019年8月）

NEDO
IoT推進のための横断技術開発プロジェクト
2016年度～2021年度

日本工学会CPD*協議会
ECE**プログラム認定

*CPD: Continuing Professional 
Development / 技術者継続教育

**ECE: Engineering Capacity 
Enhancement / 高度技術者教育第１回 JIEP 人材育成スクール（2022年8月）

第２回 JIEP 人材育成スクール（2023年8月）
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AI2oT講座の歴史
少しさかのぼると、、、

「ECEプログラム」年表

平成19年6月 「ECEプログラム」検討WGのPDE*協議会への提案

平成19年9月～平成22年6月PDE協議会ECE・WG会議を22回開催

平成22年8月～平成28年3月CPD協議会ECE・WG会議を34回開催

平成22年4月～平成24年（2010年～2012年）

●ナノエレクトロニクスECEプログラム (産総研)

第１回 AI2oT人材育成スクール（2017年2月）

約5年間のブランク
*PDE: Professional Development of 

Engineers /技術者能力開発

平成30年度第1回CPD協議会シンポジウム～ 工学における基盤技術の重要性 ～
2018年5月30日 資料より
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AI2oT ECEプログラム募集及び実施内容

※ 募集資料よりコピー
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AI2oT ECEプログラム座学



6

ECEプログラムの目的（到達目標）とAI2oTプログラム

１．プロフェッショナルとしての専門能力の向上

２．多様性を受け入れ、異分野技術を取り入れていける能力の向上

３．グローバルな競争力の強化に寄与できる能力の向上

４．社会人基礎力の向上

横断的に拡がるAI、IoT関連技術→座学と実習をセットで受講

横断的に拡がるAI、IoT関連技術
→最前線で研究開発を推進している講師

世界最先端の技術、国際標準化

講師、受講生の交流促進
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AI2oT ECEプログラム実習／FPGA2Iシールド for Arduino
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FPGA AI (FPGA2I) Shield for Arduino rev.2 
(Maker Faire Rome 2019)

https://fpga2i.org/

AI2oT ECEプログラム実習／FPGA2Iシールド for Arduino
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AI2oT (Artificial Intelligence and IoT) 
ECE プログラムの 未来
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 IEC (国際電気標準会議) http://www.iec.ch/

※ 概要

(１)沿革: 1906年に13ヶ国により発足。
 
(２)目的

電気及び電子の技術分野における標準化のすべての問題及び
規格適合性評価のような関連事項に関する国際協力を促進し、
これによって国際理解を促進すること。 

(３)会員その他（2022.12現在 / JISC公表値） 
会員数：88ヶ国[正会員＋準会員]
規格数：8,653規格
規格作成委員会数：専門委員会[TC]111 分科委員会[SC]103

http://www.jisc.go.jp/international/iec-guide.html
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 規格の分類

階層別分類

• 国際規格
• 地域規格
• 国家規格
• 業界規格

作成者別分類

• デジュール規格(標準)
• フォーラム規格(標準)
• デファクト規格(標準)

規制による分類

• 強制規格
• 任意規格

ISO、IEC規格は
基本的に任意規格

※デジュール標準：国際標準化機関、国家標準化機関など公的な機関で明文化され
公開された手続によって作成されたもの／例：フィルム感度の規格ISO400等
※フォーラム標準：関係する企業、団体、個人で構成された組織である「フォーラム」
で作成されたもの(デジュール標準検討として機能することもある)／例：Bluetooth 
※デファクト標準：法的な根拠はないが市場での競争力で勝ち抜くなど、実質的に市場
で採用されている標準／例：Windows
注) この他、コンソーシアム標準を挙げている場合もある
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新しい市場を創る方法～国際標準化

開発初期：用語、単位の統一

ビジネス初期：インターフェース、
安全性

ビジネス最盛期：商品規格

開発最盛期：
• 特性評価
• 信頼性、耐久性
• その他

※業種による取り組み方の違いあり

技術開発のための標準
研究開発に有用な共通基盤
ロードマッピングと車の両輪

ビジネス推進のための標準

ユーザーにとっての標準

 開発ステージに即した標準化
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Type1：互換性規格
要求事項のタイプ：共通仕様の定義（オープン化）
活かし方：周辺ビジネスの市場を拡大。Win-winで皆がもうける。

Type2：ものさし（評価基準）規格
要求事項のタイプ：品質，機能，性能等の評価方法や最低水準

活かし方：安かろう悪かろうの市場競争を防止。適正なプロバイダ
の利益確保と顧客の適正な満足の確保。

Type3：社会課題からのニーズ定義規格
要求事項のタイプ：特定の社会課題を解決するための必須要件
活かし方：社会に新しい市場を創生する
※市場形成力＝課題解決力 x ルール形成力 (無理な競争を防止)

市川芳明氏
一般社団法人データ流通推進協議会国際標準化推進委員会委員長
(多摩大学ルール形成戦略研究所客員教授)
の資料を基に改訂
※参考資料「ホットな国際標準のお話」
https://www.jstage.jst.go.jp/article/oubutsu/91/8/91_514/_pdf

新しい市場を創る方法～国際標準化
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 IEC (国際電気標準会議) / TC 113
電気・電子分野の製品及びシステムのナノテクノロジー

http://www.iec.ch/
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IEC 62607-8-X シリーズ開発実施中 @ IEC TC113 WG3
経済産業省
戦略的国際標準化加速事業：政府戦略分野に係る国際標準開発活動

標準化対象「酸化物ナノ界面を持つ電子デバイス」
IoTデバイス、特に小型・低消費電力のAIチップとして、サイバーフィジカル
システムを高度化するキーデバイス
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 IEC (国際電気標準会議) http://www.iec.ch/

※ Technical Committee の例

ISO/IEC JTC 1/SC 42; Artificial Intelligence (規格数 20)

ISO/IEC JTC 1/SC 27; Information security, cybersecurity and privacy protection(規格数 238)

SyC Smart Cities, Electrotechnical aspects of Smart Cities (規格数 9, Working Program 17)

IEC TC113; Nanotechnology for electrotechnical products and systems 
(規格数 75, Working Program 68)

IEC TC124; Wearable electronic devices and technologies (規格数 15, Working Program 15)

IEC TC119; Printed Electronics (規格数 37, Working Program 26)

IEC TC47; Semiconductor devices (規格数 147, Working Program 17)

IEC SC47A; Integrated circuits (規格数 88, Working Program 8)

IEC TC61; Safety of household and similar electrical appliances 
(規格数 238, Working Program 44)

IEC SC47F; Micro-electromechanical systems (規格数 40, Working Program 10)

(As of Nov. 2023)

ISO/IEC JTC 1/SC 41; Internet of Things and Digital Twin (規格数 47, Working Program 26)
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日本産業標準調査会(JISC)ウェブサイト上に記載されている
2014年～2021年のISO委員会設置提案数を集計．委員会
設置提案者が国際幹事ポスト等を獲得することが多い．
https://www.jisc.go.jp/international/iso-comment.html

2014年以降の各国の委員会設置提案数 (ISO)

新業務項目提案数 (IEC) 2022年
１．中：33件
２．独：31件
３．日：30件
４．米：24件
５．韓：18件
６．仏：8件
７．英：7件

標準第二部会（IEC分野）における主な活動
令和５年３月 国際電気標準課
出典：IEC事務局が提供するデータから
経済産業省作成
https://www.jisc.go.jp/app/jis/general/Gnr
MeetingDistributedDocumentMenu?show
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標準化に関する最近の動向 2019年6月 経済産業省 産業技術環境局
出典：経済産業省調べ

Q. 最も中心的な役割を担っている参加者の年齢
出所：国内審議団体へのアンケート

AI2oT (Artificial Intelligence and IoT) ECE プログラムの未来

日本工学会の「Will」実現に向けて、今、できること

 AI, IoTの社会的価値観、学修する意義を議論する場を設けること

 集う年齢層を広くし、AI, IoTの将来を議論する場を設けること

※ジェネリックスキル／学修と研究
参考資料：大学トップ座談会「応物会員でよかった!?」 
秋永広幸, 応用物理 2022 年 91 巻 12 号 p. 775
https://doi.org/10.11470/oubutsu.91.12_775
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謝辞

日本工学会、エレクトロニクス実装学会関係の皆様に
深く御礼申し上げます。

特に、
ECEプログラム策定と実施について
川島 一彦 先生 (前 ECE プログラム委員会 幹事長)
奥津 良之 先生

AI/IoTプログラム開発について
石原 直 先生

ECEプログラムの「Will」について
中村 道治 先生
廣﨑 膨太郎 先生
のご指導、ご支援に感謝申し上げます。
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研究DXの課題

Waterfall waiting for the moon
月待の滝

(25 Oct., 2020)

学問のあるところに技術は育つ、
技術のあるところに産業は発展する、
産業は学問の道場なり
本多光太郎先生

ORCID QR-JAM
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